
広報

Public Relations YAMATO TOWN
～星と森、そして水の生まれる里～

山都町

火伏地蔵祭 ………………………………… 4～5
町民スポーツ大会、スポーツ推進員 …… 10～11
図書館だより（特別版） ……………… 12～13

まちの話題 ……………………………… 16～17
すくすく育て ………………………………… 21

今月の主な話題

広報

10
No.115

月号
平成26年９月17日

　８月 23 日から 24 日にかけて、馬見原商店街では
火伏地蔵祭が開催されました。祭りの中で「九州のへ
そ」にちなんだへそ踊りが行われ、観光客からは笑い
が起きていました。



　

８
月
８
日
、
建
設
中
の
新
庁

舎
内
で
建
設
工
事
の
上
棟
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
、
会
場
に
工
藤
町
長
を
は

じ
め
、
工
事
関
係
者
な
ど
多

数
が
参
加
し
ま
し
た
。
始
め

に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
そ

の
後
お
菓
子
な
ど
の
振
る
舞

い
が
あ
り
ま
し
た
。
振
る
舞

い
に
は
近
所
の
人
や
、
保
育

園
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ

り
、
盛
況
を
み
せ
ま
し
た
。

　

矢
部
高
等
学
校
は
、
今
年
で
創
立

１
１
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
県
下
で
は
、

済
々
黌
高
等
学
校
、
熊
本
商
業
高
等
学
校

に
次
ぐ
歴
史
の
あ
る
高
等
学
校
で
、
熊
本

市
以
外
で
は
最
も
歴
史
の
あ
る
高
等
学
校

で
す
。

　

食
農
科
学
科
は
、
１
年
生
で
農
業
の
基

礎
と
家
庭
教
科
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
２

年
生
か
ら
農
業
科
学
コ
ー
ス
と
食
生
活

コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
科
学
コ
ー
ス
は
、
作
物
・
野
菜
・
草
花
・

食
品
製
造
な
ど
の
知
識
と
技
術
の
習
得
を

目
指
し
ま
す
。
食
生
活
コ
ー
ス
は
、
栽
培

し
た
農
産
物
を
食
材
と
し
て
調
理
技
術
の

習
得
を
目
指
す
と
共
に
、
保
育
や
福
祉
に

関
す
る
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

緑
科
学
科
は
、
１
年
生
で
林
業
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。
２
年
生
か
ら
林
業
コ
ー
ス

と
み
ど
り
活
用
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
林
業
コ
ー
ス
は
、
森
林
・

林
業
の
専
門
知
識
や
測
量
・
木
材
加
工
技

術
を
習
得
し
、
演
習
林
管
理
を
中
心
と
し

た
体
験
的
な
学
習
を
し
ま
す
。
み
ど
り
活

用
コ
ー
ス
は
、
緑
や
森
林
と
ふ
れ
あ
い
、

自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
態
度
を
身
に
つ

け
、
苗
木
の
育
成
、
和
紙
、
工
芸
な
ど
の

体
験
的
な
学
習
を
し
ま
す
。

　

普
通
科
は
、
将
来
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
の

か
深
く
考
え
、
地
域
社
会
を
支
え
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
学
科
で
す
。

　

矢
部
高
等
学
校
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
食
農
科
学
科
や

緑
科
学
科
は
、
農
業
・
林
業
関
係
の
勉
強

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
進
路

意
向
を
踏
ま
え
た
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ

と
に
よ
り
、
様
々
な
分
野
へ
の
就
職
・
進

学
が
可
能
と
な
る
よ
う
授
業
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
通
科
は
、
２
年
生
か
ら
普

通
教
科
だ
け
で
は
な
く
簿
記
や
原
価
計
算

な
ど
の
商
業
科
目
の
授
業
を
選
択
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
同
種
の
高
等
学

校
に
比
べ
国
公
立
大
学
等
へ
の
進
学
実
績

が
優
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
挨
拶
を
き
ち
ん
と

し
ま
す
。
こ
の
挨
拶
の
件
で
地
域
の
方

か
ら
矢
部
校
生
を
褒
め
て
頂
い
た
経
験
が

何
回
も
あ
り
ま
す
。
通
潤
橋
周
辺
の
清
掃

や
学
童
保
育
の
手
伝
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
学
校
で
は
山
都
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
経
験
さ
せ
た
い
と
し
、
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
ま
で
全
て
の
生
徒
が
体
験
す

る
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
学
校
で
育
て
ら
れ
販
売
さ
れ
る
野
菜
の

苗
、
シ
ク
ラ
メ
ン
は
と
て
も
品
質
が
良
い

と
評
判
で
す
し
、
生
徒
に
よ
る
野
菜
売
り

は
住
民
の
方
々
が
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
に
密
着
し
た
高
等

学
校
は
他
に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育

成
は
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
矢
部
高
等
学
校
を
今
後

と
も
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

相
談
員
６
年
目
に
な
る
栗
屋
で
す
。

　

最
近
で
は
、
私
の
顔
を
見
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
参
加
し
た
い
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

勇
気
を
持
っ
て
参
加
し
た
方
に
は
、
き
っ

と
い
い
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
30
代
男
性
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
☆

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
は
、
20
代
〜
50
歳

ま
で
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
嬉
し
い
こ
と
に
30
代
女
性
の
参
加

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
！
30
代

男
性
の
参
加
が
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
状

況
で
す
。
最
初
は
、「
交
流
会
っ
て
ど
ん

な
感
じ
だ
ろ
う
…
。」「
話
が
う
ま
く
で
き

る
か
心
配
…
。」
と
不
安
に
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

心
配
ご
無
用
で
す
。
交
流
会
で
は
、
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
話
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
事

務
局
も
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
良
い

出
会
い
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
お
近
く
の
結
婚
相
談
員
へ
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

山
都
町
の
独
身
男
性
の
み
な
さ
ん
！
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
♪

栗屋相談員

新庁舎の棟上げ式新庁舎の棟上げ式

現場事務所
放送室

企
画
振
興
課

（
プ
レ
ハ
ブ
）

新庁舎建設地

西側駐車場　車庫

至 

Ｒ
１
２
８

至 浜町商店街
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写真①　オスプレイ
写真②　打ち出の小槌
写真③　加藤清正
写真④　子どもみこしも負け

てません
写真⑤　くまモンとダンスす

る深瀬さん（LINQ）
写真⑥　大阿蘇蘇陽太鼓「喜

楽」の太鼓
写真⑦　「九州のへそ」でへ

そ踊り
写真⑧　チンドン愛好会
写真⑨　小学生の鼓笛隊演奏
写真⑩　火伏太鼓
写真⑪　五ヶ瀬川に駆け込み

ます
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８月 23 日から 24 日にかけて、馬見原商店街で火伏地蔵祭が開催されました。この祭りは 1563 年（永
禄６年）、当時この地区で相次いだ火災を鎮めようと、お地蔵様を火伏地蔵尊蔵へ移したことから始まっ
たと伝わっています。
祭りの初日は、蘇陽南小学校児童による火伏太鼓の力強い音色で祭りが始まり、各連合によるお囃子
や、総踊りが行われました。
二日目にはこの祭りで一番の見所「勇壮裸みこし」では、みこしに乗せたお地蔵様をふんどし姿の担
ぎ手が商店街を練り歩き、途中の沿道からはお地蔵様と担ぎ手に向かい水を浴びせながら、五ヶ瀬川に
向かいました。五ヶ瀬川では火難よけを祈願して、地蔵を何度も五ヶ瀬川に叩きつけ水しぶきを上げて
いました。
その他、踊り、家庭でつかう日用品を材料に作られた造りモノのパレードやステージイベントなど数
多くの催し物が行われました。

①①②②③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧⑨⑨

⑪⑪⑩⑩



医療費通知の見方

保健センターだよりvol.37

医療費通知の送付

ジェネリック医薬品で医療費節約

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許期間が過ぎた後、先発医薬品と同等と認め
られた有効成分で製造した薬のことです。ジェネリック医薬品は、先発医薬品に比べて一般的に開発費を抑え
られることから、安価に製造することができるため、ジェネリック医薬品を選ぶことで、被保険者と、国全体、そ
れぞれの医療費負担を減らすことができるものと期待されます。
　ただし、ジェネリック医薬品は、先発医薬品と主成分は同様ですが、添加物等が異なる場合があります。ま
た、従来の医薬品（先発医薬品）とは、効能が異なる場合があります。お医者さんや薬剤師さんに相談し、十分な
説明をうけてから利用してください。
　ジェネリック医薬品希望カードが必要な方は健康福祉課国保年金係へお問い合わせください。

【健康福祉課（７２－１１７３）】

受診年月 受信者氏名 医療機関等の名称 区分 日数 医療費の額 患者負担額 ＊＊＊＊＊

H26.01 国保　太郎様 ○○病院 外 ２ 27,280 8,184

H26.01 国保　太郎様 △△薬局 調 １ 6,100 1,830

H26.02 国保　太郎様 ○○整骨院 柔 ５ 10,840 3,252

H26.03 山都　国保様 ○×歯科医院 歯 ３ 8,330 2,499

被保険者証番号 1234567

国保からのお知らせ国保からのお知らせ
医療費の適正化対策について～医療費を大切に～医療費の適正化対策について～医療費を大切に～
　山都町国保では、限られた国保財源を有効に活用し、国民皆保険制度の維持を図ることを目的に、医療費の
適正化に努めています。
　適正化対策には、医療費通知の発行、疾病予防や早期発見のための健診、診療報酬明細書（レセプト）の内容
点検、ジェネリック医薬品の普及促進があります。
　医療費の適正化の目的を加入者の皆さんに再認識いただき、引き続き疾病の早期発見・早期治療及び適正な
受診に努めていただきますようお願いします。

　医療費通知は、加入者お一人おひとりの医療費を、世帯ごとに３ヶ月分をまとめてお知らせするものです。医
療費通知の目的は、加入者の受診した際の医療費の額を知っていただき、適正な受診を心がけていただくこと
にあります。
　医療費通知は、３ヶ月に１回発行していますが、レセプト処理の関係で、実際に加入者のお手元に届くのは、
受診月の４ヶ月から６ヶ月後になります。

　医療費について（お知らせ） 平成26年01月～平成26年03月診療分まで

①･･･いつどこの医療機関等にどのような区分でかかったかを記載しています。
②･･･医療機関等に何日かかったかと、医療費総額（加入者の皆さんと山都町国保が支払った金額の合計額）が
　　 記載されています。ご自身の受診内容と一致しているか、領収書と照らし合わせてご確認ください。領収
　　 書をもらっていないと確認することができませんので、必ず領収書はもらってください。
※身におぼえのない受診がありましたら、健康福祉課にご連絡ください。

① ②
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動機付け支援受講
　　 ６か月間で
　　　体重　２．６kg減少
　　　腹囲　１.９cm減少
　体重は１年間で変動はあ
りますが、この時はお菓子
や果物を少し減らして、黒
酢をやめました。家事でか
なり動くので、それがよ
かったのかもしれません。

動機付け支援受講
　　 ６か月間で
　　　体重　２．７kg減少
　　　腹囲　３.７cm減少
　ウォーキングは膝が痛く
なるのでできませんが、週
１回のビーチバレーと、昼
夜の間食やご飯の量を減ら
したことで、目標が達成で
きました。11 月の集団健診
まで頑張ります。

　町の特定健診は40～74歳の国民健康保険に加入している方が対象です。平成25年度の受診率は、暫
定結果で61.5％でした。今年こそは、受診率 65％達成を目指しています。10月下旬から11月中旬にか
けて蘇陽地区・清和地区の集団健診を実施します。まずは健診を受け、自分の体の状態を確認しましょう。
　健診は受けた後が重要です。日々の自分の生活習慣と健診結果の関係を理解し、改善するべきは改善して
こそ、健診を受けた意味が出てきます。
　今回は、昨年の健診後に保健指導を受講し、６か月間取り組まれた４名の方をご紹介します。

髙木　ノリ子さん
（74歳）米生

渡邊　とも子さん
（59歳）仏原

動機付け支援受講
◎6ヶ月間で
　　　体重　２．５kg減少
　　　腹囲　３.５cm減少
　毎朝、早めに出勤して仕事前に歩くことが日課になりました。また、
仕事の合間にも極力体を動かすように心がけ、体も引き締まり体力もつ
いたように思います。今年の秋の健診では、血液検査のデータが改善し
たかどうかを確認したいと思います。

動機付け支援受講
◎6ヶ月間で
　　　体重　２．８kg減少
　　　腹囲　２.２cm減少
　昼食と夕食のご飯の量を減らし、もらい物のお菓子も食べ過ぎないよ
うに気をつけました。以前より続けているミニバレーはずっと続けてい
ます。体重を毎日測る習慣がついたことで、自分自身で体重管理をする
ようになりました。体重を減らすことは、とても難しく油断するとすぐ
に増えてしまうので、今の状態を維持できるように頑張りたいです。

仁田水　哲士さん
（66歳）馬見原

廣瀬　光雄さん
（67歳）滝上



～　間伐コンクール　仮屋区共有林 最優秀賞受賞　～～　間伐コンクール　仮屋区共有林 最優秀賞受賞　～
　７月23日、平成 26年度緑川流域森林・林業活性化センターの総
会において、県交付金事業の流域森林林業活性化促進事業の一環で
行われたセンター主催の間伐コンクールの表彰式があり、間伐部門
の最優秀賞として山都町 仮屋区共有林 が選ばれ、代表の山村泰之
氏が表彰を受けました。
　今回、表彰を受けられたのは、地元の方々が日頃から管理をされ
ている共有林です。40年～ 45年生のスギで今回が３回目の間伐に
なるとのことです。
　間伐をすることで、太陽光が林内に入り、幹が太く丈夫になり、
下層植生も豊かな森林が育ちます。過密なまま放置すれば、台風の
被害や大雨の時に土砂流出の恐れがあるので間伐などの管理が必要
です。
　適正な間伐を行うことにより、森が健全に育つとともに、おいし
い水や美しい景観など森林から恩恵を受けることができます。
　また、熊本県での木材の安定供給体制の整備や二酸化炭素削減の
ための森林吸収源対策、さらには国において森林・林業再生プラン
が公表され、平成 31年を目途に木材自給率 50％以上とする目標が
掲げられ、木材の安定供給と利用に必要な体制の構築など林業再生
に向けた指針が示されたところであり、このような社会情勢の変化に対応した間伐の推進がより一層
必要となっています。

★緑川流域森林・林業活性化センターとは
　流域内の多様な森林の整備を図るため、市町村・林業関係団体と連携を密にし、森林整備 (森林の手入れ )の必要
性の啓発、間伐の推進、公共工事への流域材利用促進のための活動並びに森林・林業の活性化に結びつく事業を行
うと共に、木材の利活用や森林への理解の促進に係る普及活動を推進・実行しています。

○今月号では日常生活用具給付等事業についてご紹介します。
日常生活用具給付事業とは…
在宅の重度の障がい者等に対し、日常生活上の便宜を図るための用具を給付することにより、障がい者自らが日常生活を行
うことを可能とし、又は障がい者を介護する者の負担の軽減を図ることを目的としています。

※介護保険法の規定により給付又は貸与を受ける事ができる方は、対象外となります。
※所得に応じた自己負担額が必要となります。原則、１割は自己負担、非課税の場合０円、上限額は 37,200 円となります。
※原則として障がい者手帳をお持ちの方への給付となります。
※給付の対象となるにはそれぞれの用具に設定されている障害の部位、程度等の条件を満たすことが必要となります。
※給付費は、各種目に定められている基準額を超えない額とします。
日常生活用具の一例
種　目 対　　　　　　象　　　　　者 性　　　　　　　　能 基　準　額

特殊マット
下肢又は体幹機能障がい 1級で常時介護を必要とする身体障害者（身体障害
児の場合は 2級を含む。）、及び重度又は最重度の知的障がい者（児）。ただし、
原則として 3歳以上の者

褥瘡の防止又は失禁等による汚染又は損耗を防止できる機能を有する
もの 19,600 円

入浴担架 下肢又は体幹機能障がい 2級以上の身体障がい者（児）で、入浴に当たり家
族等他人の介助を要する者に限る。ただし、原則として 3歳以上の者

身体障がい者（児）を担架に乗せたままリフト装置により入浴させる
もの 82,400 円

体位変換器 下肢又は体幹機能障がい 2級以上の身体障がい者（児）で、下着交換等に当
たり家族等他人の介助を要する者。ただし、原則として学齢児以上の者

介助者が身体障がい者（児）の体位を変換させるのに容易に使用し得
るもの 15,000 円

移動用リフ
ト

下肢又は体幹機能障がい 2級以上の身体障がい者（児）。ただし原則として 3
歳以上のもの

介護者が身体障がい者（児）を移動させるにあたって、容易に使用し
得るもの。ただし、天井走行型その他住宅改修を伴うものを除く。 159,000 円

入浴補助用
具

下肢又は体幹機能に障がいを有する身体障がい者（児）で入浴に介助を必要
とする者。ただし、原則として 3歳以上の者

入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水等を補助でき、身体障がい
者（児）又は介助者が容易に使用し得るもの。ただし、設置に当たり
住宅改修を伴うものを除く。

90,000 円

便器 下肢又は体幹機能障がい 2級以上の身体障がい者（児）。ただし、原則として
学齢児以上の者

身体障がい者（児）が容易に使用し得るもので手すりつきのもの。た
だし、取替えに当たり住宅改修を伴うものを除く。 4,450 円

T 字状・棒
状のつえ

平衡機能又は下肢若しくは体幹機能障がいの身体障がい者（児）。ただし、原
則として学齢児以上の者 身体障がい者（児）が容易に使用し得るもの 木製　3,360 円

軽金属製　4,460 円

移動・移乗
支援用具

平衡機能又は下肢若しくは体幹機能に障がいを有する身体障がい者（児）で、
家庭内の移動等において介助を必要とする者

おおむね次のような性能を有する手すり、スロープ等であること。
身体障がい者（児）の身体機能の状態を十分踏まえたものであって、
必要な強度と安定性を有するもの。
転倒予防、立ち上がり動作の補助、移乗動作の補助、段差解消等の用
具とする。
ただし、設置に当たり住宅改修を伴うものを除く。

60,000 円
（手すり 5,400 円）

透析液加温器 腎臓機能障がい3級以上の身体障がい者（児）。ただし、原則として3歳以上の者 透析液を加温し、一定温度に保つもの 51,500 円
ネブライザー
（吸入器） 呼吸器機能障がい 3級以上又は同程度の身体障がい者（児）であって、必要

と認められる者 身体障がい者（児）が容易に使用し得るもの

36,000 円

電気式たん
吸引器 56,400 円

酸素ボンベ
運搬車 医療保険における在宅酸素療法を行う身体障がい者（児） 17,000 円

盲人用体温
計（音声式）

視覚障がい 2級以上の視覚障がい者（児）で盲人のみの世帯及びこれに準ず
る世帯。ただし、原則として学齢児以上の者 視覚障がい者（児）が容易に使用し得るもの 9,000 円

盲人用体重
計

視覚障がい 2級以上の視覚障がい者（児）で盲人のみの世帯及びこれに準ず
る世帯。ただし、原則として学齢児以上の者 視覚障がい者（児）が容易に使用し得るもの 18,000 円

携帯用会話
補助装置

肢体不自由又は音声機能若しくは言語機能障がいであって、発声・発語に著
しい障害を有する身体障がい者（児）。ただし、原則として学齢児以上の者

携帯式で、ことばを音声又は文章に変換する機能を有し、身体障がい
者（児）が容易に使用し得るもの 98,800 円

盲人用時計
視覚障がい 2級以上の視覚障がい者（児）。なお、音声時計は、手指の触覚
に障がいがある等のため触読式時計の使用が困難な者を原則とする。ただし、
原則として学齢児以上の者

視覚障がい者（児）が容易に使用し得るもの 触読式　 10,300 円
音声式　 13,300 円

聴覚障害者
用通信装置

聴覚障がい又は発声・発語に著しい障がいを有するために、コミュニケーショ
ン、緊急連絡等の手段として必要と認められる聴覚障がい者（児）等とする。
ただし、原則として学齢児以上の者

一般の電話に接続することができ、音声の代わりに、文字等により通
信が可能な機器であり、聴覚障害者（児）等が容易に使用できるもの 71,000 円

ストマ装具 人工肛門又は人工膀胱造設者

蓄便袋
低刺激性の粘着剤を使用した密封型又は下部開放型でラテックス製又
はプラスチックフィルム製の収納袋
蓄尿袋
低刺激性の粘着剤を使用した密封型のラテックス製又はプラスチック
フィルム製の収納袋で尿処理用のキャップ付のもの

蓄便袋
月額  　8,858 円

蓄尿袋
月額　11,639 円

紙おむつ等
ストマの著しい変形等によりストマ装具の使用が困難な者又は 3歳以上の者
で高度の排便若しくは排尿機能障がいの者又は脳原性運動機能障がいかつ意
思表示困難者

紙おむつ、洗腸用具、サラシ・ガーゼ等衛生用品 月額　12,000 円

申請の流れ
　①給付を希望する日常生活用具について、支給の対象となるか役場に確認したうえで業者から見積書を取り寄せる。
　②印鑑を持参のうえ、役場浜町事務所又は各総合支所健康福祉課窓口に申請書、身体障がい者手帳、給付を受けたい用具の
　　見積書を提出する。
　③調査のうえ給付の可否を判断し、給付決定通知書又は却下通知書を申請者に通知する。
　④給付決定の場合、申請者が自己負担額を業者に納め、業者から用具の提供を受ける。
※業者と契約を締結する必要があるため、決定まで３週間程度かかる場合があります。

日常生活用具の給付に関することは．．．
　山都町役場　健康福祉課（浜町事務所）　　 72-1229
　清和総合支所　健康福祉課　　　　　　　　82-2111
　蘇陽総合支所　健康福祉課　　　　　　　　83-1111　　までお尋ねください。

障がい者福祉だより障がい者福祉だより

次回はハートフルパス制度及び駐車禁
止除外標章についてお知らせします。

　８月 18 日（月）中央公民館で町内小学校に在
籍する児童による、童話発表大会が開催されまし
た。これは、子どもたちがたくさんの本や童話に
親しんでもらい、豊かな感性と人間性に富んだ児
童の育成を推進するため、毎年開催しています。
　今年の発表会には 24 人の児童が参加し、６人
が優秀賞を受賞しました。

備考 学校名 学年 氏　　名 発　表　題　名
矢部 1 下田さくら いなかのネズミとまちのネズミ
中島 1 熊本　響一 くまのこうちょうせんせい
蘇陽 1 佐藤　麻衣 二ほんのかきのき
中島 1 北島　初音 ちょっとだけ
中島 1 田代　悠理 はじめてのおつかい
清和 2 小坂　桔平 おちゃのじかんにきたとら
清和 2 本田　遥香 つみきのいえ
清和 2 藤澤　遥陽 ともだちふやそ

優秀賞 清和 2 上村ちひろ あしたもともだち
潤徳 2 藤永　凛子 ちゅうりっぷほいくえん
清和 2 柏原　仁遥 うまれかわったヘラジカさん
矢部 2 大久保穂香 ドラキュラ  ば～ちゃん

　 中島 3 藤本さくら きょうりゅう一ぴきください
優秀賞 矢部 3 下田　涼人 ねずみのすもう

蘇陽 3 佐藤　哲輝 だいくとおにろく
優秀賞 清和 3 柏原香美優 最初の質問

蘇陽 3 興梠　海斗 ラチとらいおん
 矢部 4 井手　瑚晴 はる・なつ・あき・ふゆ　いろいろのいえ

潤徳 5 大原　咲希 まいごのアンガス
欠席 潤徳 5 高宮　京香 トラのじゅうたんになりたかったトラ

潤徳 5 藤永　夏輝 かきやまぶし
優秀賞 清和 5 熊川　郁美 三つのお願い
最優秀賞 矢部 6 本川　陸斗 お父さんへの千羽鶴
最優秀賞 清和 6 橋口紗也加 まゆとおに
３グループに分かれて第一次審査を行い、各 2名を選出し、最終審査を 6名で実施。
最優秀賞の 2名は 9月 11日（木）に嘉島町で開催される郡童話発表大会に出場。

最優秀賞　仮屋区共有林 代表　山村泰之氏

町童話
発表大会
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　スポーツ推進委員は、スポーツ基本法で規定されている日本で唯一の公的な社会体育指導者で、町の非
常勤公務員として行政と一体となってスポーツ施策を推進します。
　地域住民のスポーツ振興、さらには豊かな地域社会のため、従来の実技指導だけでなく、スポーツ振興
施策の企画立案に参画するとともに、住民の身近な立場から、地域住民と行政をはじめとする関係団体と
の調整を図るコーディネーターとして25名の委員が活躍しています。

　山都町民スポーツ大会開催にあたっては、スポーツ推進委員
が中心となって種目検討を行い、当日の種目運営を行います。皆
様に１日楽しんでいただけるよう努力いたしますので、多くの
ご参加をよろしくお願いいたします。
　※スムーズな運営のため、集合時間を守ってください。
　※競技の時間等は、変更となる場合があります。

　各支部体協から毎年約20チームが参加し、健
脚を競います。スポーツ推進委員も運営を行っ
ています。また、選手として出場する委員もい
ます。

　　　期日：平成26年11月16日（日）
　　　会場：滝上～浜町

期日：平成26年10月５日（日）
会場：そよ風パーク そよ風広場

　期日：平成26年10月25日（土）～26日（日）
　会場：中央公民館　他
　ノルディックウォーキングの指導者を養成する
講習会です。資格取得後は、山都ふれあいスポーツ
クラブ及び各地域でノルディックウォーキングの指
導をしていただきたいと考えています。

＜年間行事＞
○スポーツ行事運営
　１０月　山都町民スポーツ大会
　１１月　山都町支部体協対抗駅伝大会
　　　　　山都町AJTA（玉入れ）大会
　１２月　上益城郡町対抗駅伝大会
○スポーツ推進事業
　体力測定会の開催
　総合型地域スポーツクラブ「山都ふれあいス　
　ポーツクラブ」運営

○スポーツ選手激励
　　７月　上益城郡民体育祭
　　９月　熊本県民体育祭
○研修事業
　　４月　上益城郡スポーツ推進委員協議会総
　　　　　会及び研修会
　　７月　熊本県スポーツ推進委員新任研修会
　１０月　上益城郡スポーツ推進委員実技研修会
　１１月　熊本県スポーツ推進委員研修会
　　２月　九州地区スポーツ推進委員研究大会

ノルディックウォーキングノルディックウォーキング
指導者養成講習指導者養成講習

山都町スポーツ推進委員の紹介 第10回 山都町民スポーツ大会開催第10回 山都町民スポーツ大会開催

第10回第10回
山都町支部体協対抗駅伝大会山都町支部体協対抗駅伝大会
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会長　田中 健資
（御岳）

野口 晴生
（中島東部）

松川 陽一
（白糸第二）

熊川 みつ代
（浜Ａ）

坂本 竜也
（大野）

副会長　大久保 博
（菅尾）

田原 安盛
（中島西部）

矢山 昭臣
（御岳西部）

佐藤 友治
（清和）

佐藤 譲治
（二瀬本）

副会長　下田 一美
（下矢部東部）

坂本 浩孝
（浜Ａ）

村木 繁之
（下名連石）

枝尾 純二
（小峰）

田中 克幸
（馬見原）

西田 豊和
（下矢部東部）

原田 光浩
（浜Ｃ）

木村 市子
（御所）

原田 恒祐
（木原谷）

後藤 佳子
（東竹原）

本田 哲平
（中島南部）

三浦 祝弘
（通潤）

宮崎 玲子
（中島東部）

佐野 綾一
（朝日）

上野 みゆき
（菅尾）
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た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も

な
く
の
こ
と
だ
っ

た
。
キ
ツ
ネ
の
発

信
器
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
電
波
に

変
化
が
あ
っ
た
。

「
お
っ
、
動
き
出

し
た
な
。」
受
信

機
か
ら
聞
こ
え

る
「
ピ
イ
ッ
、
ピ

イ
ッ
・
・
・
」
と
い

う
音
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
注
意
し
て

い
る
と
、
次
第
に

音
が
大
き
く
な
り

始
め
た
。「
お
お
っ
、

近
づ
い
て
く
る
ぞ
。」

「
こ
の
農
道
は
一
本

道
だ
か
ら
、
こ
の
農

道
を
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
る
。」

中
園
先
生
の
目
が
輝
き
だ
し
た
。「
間
違
い

な
い
ぞ
。
今
日
は
キ
ツ
ネ
の
姿
を
確
認
で
き

る
。」
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
車
の
中
で
息
を

潜
め
て
そ
の
時
を
待
っ
た
。

　
「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、・
・
・
」
さ
ら
に
受
信

音
が
大
き
く
な
り
、
音
が
連
続
し
て
き
た
。

雨
も
強
く
な
っ
て
き
た
。「
も
う
す
ぐ
目
の

前
だ
。」「
車
の
ラ
イ
ト
を
点
け
る
か
ら
。」

「
ピ
ピ
ピ
ピ
・
・
・
」「
今
だ
！
。」

　

中
園
先
生
が
車
の
ラ
イ
ト
を
点
け
た
。

「
う
わ
あ
っ
。」

　

な
ん
と
、
車
の
す
ぐ
前
に
傘
を
さ
し
た

男
の
人
が
立
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
車
の

座
席
に
身
を
屈
め
た
。
す
る
と
、
そ
の
男

の
人
は
、
こ
ち
ら
に
顔
を
向
け
る
こ
と
も

な
く
、
車
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。

私
た
ち
は
、
驚
き
と
恐
怖
で
体
を
動
か
せ

ず
に
い
た
。
受
信
機
か
ら
大
き
な
受
信
音

だ
け
が
響
い
て
い
た
。

（
次
号
に
続
く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

山都警察山都警察署・署協議会だより署協議会だより山都警察署・署協議会だより 山都警察署
TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110
NO!「危険ドラッグ」

警察相談電話を知っていますか？

　最近、店舗やインターネット上で、「合法ハーブ」等と称する商品が販売さ
れており、こうした商品を使用した人が、意識障害、おう吐、けいれん、呼吸
困難等を起こして、死亡したり、重体に陥る事件が多発しています。
　これら商品は、覚醒剤、麻薬、大麻など規制薬物の化学構造に似せて作られ
ており、規制薬物と同等の作用を有する成分を含む商品が多く、大変危険です。
また、合法と称して販売する商品の中に麻薬や指定薬物等の違法な薬物が含ま
れていた例もありますので絶対に手を出してはいけません。
　全国では、危険ドラッグを使用したと思われる運転手が、歩行者を次々とは
ね、１人が死亡、７人が負傷するという重大交通事故も発生しています。

危険ドラッグ＝覚醒剤、麻薬、大麻  という認識を！！

＃
しゃーぷ　きゅういちいちぜろ

9110
または

096-383-9110

〈危険ドラッグの一例〉

警察以外の相談窓口
警察以外の相談機関 電話番号 受付時間

熊本県消費生活センター 096-383-0999 月～金 9：00～ 17：00
熊本県女性相談センター 096-381-4454 月～金 8：30～ 17：15
熊本県精神保健福祉センター 096-386-1166 月～金 9：00～ 16：00

法テラス熊本 050-3383-5522
月～金 9：00～ 17：00
※収入などが一定額以下であるこ
　とが条件です。
　申込時に収入等を確認します。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年８月末
刑法犯 33件（25件）
人身交通事故 20件（30件）
（ ）内は昨年同時期の発生状況

　緊急の事件・事故以外の相談に
ついては＃9110を利用し、緊急
の場合以外は110番通報しないよ
うご協力をお願いします。

～みんなでつくろう安全・安心の街～
　10月11日（土）から20日（日）までの10日間、『みんなでつくろう安心の街』をスローガンに「全国地域安全運動」が実施されます。全国で発
生している凶悪な事件や事故、これらは、いつ山都町で発生してもおかしくはありません。運動を通じて「山都町の安全・安心は山都住民で守る」と
いう気概を醸成するとともに、子ども、女性、高齢者の方々が安心して生活できる「県内で一番安全・安心な町」を作りましょう。期間中は、各関係
団体やボランティア団体の方々には大変お世話になります。ご協力よろしくお願いします。

商品名：「Blue Majic」（液体）

商品名：「DIAMOND Rush」（白色粉末）

一人で悩まないで！
一緒に解決しましょう！

図書館情報
－読書とは自分の小ささを知ることです－

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

★平成26年10月の
　　わくわく号運行予定★

　10月18日（土）本館・清和分館・蘇陽分館
にて本・雑誌のリサイクルフェアを行います。
開館時間より配布を開始いたしますので、本
をお持ちになられる方は、ダンボール箱や袋
などをご持参ください。

リサイクルフェア開催のお知らせ

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
10月1日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
10月2日(木)  ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたる（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
10月3日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾公民館（午後2時20分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後3時～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
10月15日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　矢部中学校（午後1時10分～）
　　　　　　　白小野（午後2時～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
10月16日(木)  稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
10月17日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
10月7日(火)  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
10月8日(水)  原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時～）  
　　　　　     支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）
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★
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
★

　

８
月
26
日
、旧
大
野
小
学
校
の
体
育
館

で
第
１
回
大
野
地
区
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

は
、
筒
に
入
れ
た
矢
を
、
的
に
向
か
っ
て

吹
き
、点
数
を
競
う
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。大
会
は
大
野
地
区
体
協
の
主
催
で
行

わ
れ
、新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
を
皆
で
楽
し
め

な
い
か
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。矢
が
的
の

中
心
に
あ
た
る
と
、周
り
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。今
回
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
の
講
師
と
し
て
参
加
さ
れ
た
日
本

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
熊
本
御
船
支
部
の

梶
原
支
部
長
は
、「
吹
矢
は
肺
機
能
を
多

く
使
う
た
め
、
健
康
に
と
て
も
い
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。皆
で
簡
単
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、も
っ
と
広
が
っ
て
い
け

ば
と
思
う
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

　

8
月
19
日
、
浜
美
荘
に
「
藤
間
雀
扇

（
ふ
じ
ま
じ
ゃ
く
せ
ん
）
社
中
」
の
み
な

さ
ん
が
慰
問
に
訪
れ
ま
し
た
。
藤
間
雀
扇

社
中
は
発
足
し
て
42
年
目
、
メ
ン
バ
ー
は

山
都
町
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
御
船
町
、

松
橋
町
、
美
里
町
か
ら
も
集
っ
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
浜
美
荘
の
ほ
か
に
も
、
大

矢
荘
や
彩
雲
苑
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ト
矢
部
な

ど
、
老
人
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
も
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
美
し
く
そ
し
て
力

強
い
踊
り
に
入
所
者
の
み
な
さ
ん
も
と
て

も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
芸
能
大
会
や
千
寿
苑

で
開
催
さ
れ
る
町
の
文
化
祭
な
ど
に
も
出

演
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

教
育
委
員
会
主
催
で
、
夏
休
み
期
間

中
に
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て

茶
道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
７
名
の
子
ど
も
達
が
集
ま

り
、
裏
千
家
の
橋
本
宗
里
先
生
の
指
導

の
下
、
礼
儀
や
作
法
を
学
び
、
計
５
回

の
お
稽
古
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
保
護
者
に
お
点
前
を

披
露
し
ま
し
た
。

藤
間
雀
扇
社
中

　
　
　

浜
美
荘
を
訪
問

　

ど
ん
ぐ
り
楽
校
で
は
、
夏
休
み
期

間
を
利
用
し
て
矢
部
高
校
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
学
童
保
育
を
体
験
し
ま

し
た
。
活
動
の
中
で
、
怖
い
話
や
ダ

ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

高
校
生
生
徒
か
ら
児
童
た
ち
へ
、「
先

生
の
言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
、

勉
強
を
頑
張
っ
て
。」「
宿
題
を
ち
ゃ

ん
と
し
よ
う
。」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
も
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
雰
囲

気
で
の
学
童
保
育
で
、
児
童
た
ち
も

高
校
生
た
ち
と
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
た
よ
う
で
す
。

高
校
生
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
が
や
っ
て
き
た

第42回　清和地区夏季ナイターソフトボール大会

清和支部夏季野球大会

平成26年８月18日（月）～８月20日（水）

平成 26年 8月27日（水）

優　勝　　郷野原球友会
準優勝　　ウエスト仁田尾
三　位　　牛ケ瀬パイレーツ

優　勝　　エヴォリューション
準優勝　　朝日
三　位　　清和

最優秀選手賞
●大濱　貴一郎 選手（郷野原球友会）
優秀選手賞
●荒木　達也 選手（ウエスト仁田尾）
敢　闘　賞
●芹口　広樹 選手（牛ケ瀬パイレーツ）
●山下　裕次郎 選手（大川）

最優秀選手賞　●泉　剛 選手
優秀選手賞　●藤本　光希 選手

優勝　郷野原球友会

優勝　エヴォリューション

八
朔
祭
を
歓
迎
す
る

              

ア
ー
チ
作
成

　

８
月
21
日
、
下
馬
尾
連
合
組
（
鬼
塚

博
光
区
長
）
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、

下
馬
尾
交
差
点
近
く
で
通
潤
橋
を
か
た

ど
っ
た
ア
ー
チ
の
作
成
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ア
ー
チ
は
、
鉄
パ
イ
プ
に
提
灯

を
吊
る
し
、
通
潤
橋
型
に
組
み
上
げ
る

も
の
で
、
八
朔
祭
当
日
ま
で
下
馬
尾
交

差
点
に
設
置
さ
れ
盛
り
上
げ
に
一
役
買

い
ま
し
た
。

　

約
20
年
前
か
ら
続
く
取
り
組
み
で
、

過
去
に
は
放
水
の
機
能
も
あ
っ
た
と

か
。
「
高
齢
化
が
進
み
作
業
が
大
変
で

す
が
、
八
朔
祭
の
お
客
様
を
歓
迎
す
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
気
持
ち
を
込
め
て

や
っ
て
い
ま
す
」
と
、
鬼
塚
区
長
は
話

し
て
い
ま
す
。

清
和
地
区

　
　
　

子
育
て
講
演
会

　
８
月
26
日
、
清
和
集
落
セ
ン
タ
ー
で
山

都
町
清
和
地
区
青
少
年
健
全
育
成
町
民

会
議
及
び
清
和
地
区
保
、小
、中
連
携
協

議
会
に
よ
る
子
育
て
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。講
師
に
親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
津
川
育
子
先
生
を
お
招
き

し
、「
子
ど
も
に
愛
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す

か
？
」と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
親
の
役
割
に
つい
て
、
聞
く
こ

と
、話
す
こ
と
、話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
具
体
的
な
事
例
を
用
い
て
分
か
り
や

す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者

か
ら
は
、「
普
段
子
ど
も
の
意
見
を
聞
か

ず
、
自
分
の
意
見
を
先
に
言
って
し
ま
う

の
で
、ま
ず
は
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。」「
相
手
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
、孫
が
ず
っ
と
思
い
出
に
残
る
よ

う
な
言
葉
を
残
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。」
な
ど
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。参

加
者一人一人
に
とって
、自
分
を
見
つ
め
直

す
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

通潤橋型提灯アーチを作成する、下馬尾のみなさん。

夏
休
み
茶
道
教
室
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「
創
業
ス
ク
ー
ル
」
受
講
生
募
集

　

創
業
に
対
す
る
心
構
え
や
成
功
の
た
め
に

必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
創
業
実
現
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
専
門

家
に
よ
る
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
の

で
、
安
心
し
て
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時

10
月
４
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日
㈯

11
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰
・
29
日
㈯

（
計
６
日
間
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

▼
会
場

熊
本
市
現
代
美
術
館
（
熊
本
市
）

▼
対
象
者

創
業
予
定
の
方

※
既
開
業
者
は
対
象
外

▼
定
員

30
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

１
０
，
８
０
０
円
（
税
込
）

※
事
前
振
込

▼
申
込
方
法
・
締
切
日

所
定
様
式
に
よ
り
申
し
込
み

９
月
25
日
㈭
ま
で 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
商
工
連
合
会

　
（
０
９
６

－

３
２
５

－

５
１
６
１
）

山
都
町
商
工
会
（
72

－

０
１
８
６
）

清
和
支
所
（
82

－

２
０
１
７
）

蘇
陽
支
所
（
83

－

０
０
３
７
）

【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

お
し
ら
せ
版
登

記

相

談

所

開

設

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相

談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。土
地
・
建
物
等
の
売
買
、

贈
与
、
相
続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

10
月
９
日
㈭　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

千
寿
苑

▼
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
０
９
６
―
３
６
４
―
２
１
４
５
）

※
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町

相
談
予
約
と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
後
の
相
談
日

平
成
27
年
２
月
12
日
㈭

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相
談
窓

口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で
す
。相
談
は
無
料
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内

容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

10
月
２
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

10
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

千
寿
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

地
域
景
観
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養

成

講

座

開

催

　

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

10
月
８
日
㈬
、
11
月
14
日
㈮ 

、

12
月
11
日
㈭
、
平
成
27
年
１
月
27
日
㈫

（
計
４
日
間
）

午
後
１
時
30
分
〜

▼
会
場

熊
本
県
庁
（
１
回
目
〜
３
回
目
）

玉
名
市
（
４
回
目
）

▼
資
格

景
観
づ
く
り
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
活
躍
し
た
い

と
お
考
え
の
方
で
、
原
則
と
し
て
４
回
の

講
座
す
べ
て
に
出
席
で
き
る
方

▼
応
募
方
法

企
画
振
興
課
及
び
各
総
合
支
所
に
あ
る
申

込
書
に
て
各
自
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
人
員

50
人
程
度
（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）

▼
締
切
日

９
月
29
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
都
市
計
画
景
観
公
園
室

（
０
９
６
―
３
３
３
―
２
５
２
２
）

【
企
画
振
興
課
（
73

－

０
４
１
０
）】

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

　
「
浄
化
槽
の
日
」
と
は
、
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
目
的
と
し
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
水
質
保

全
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
浄
化

槽
を
末
永
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、
適
正
な

使
用
と
日
常
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

■
浄
化
槽
を
正
し
く
使
う

○
台
所
か
ら
ゴ
ミ
や
薬
品
類
、
油
を
そ
の
ま
ま

流
さ
な
い
（
油
は
廃
油
回
収
に
出
す
。）

○
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
を
流
さ
な
い

■
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持
管
理

○
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、保
守
点
検
、清
掃
、

法
定
検
査
の
３
つ
が
あ
り
、
浄
化
槽
法
に

よ
っ
て
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
法
定
検
査

浄
化
槽
法
の
定
め
に
よ
り
県
知
事
の
指
定

を
受
け
た
次
の
機
関
が
実
施
し
ま
す
。

熊
本
県
浄
化
槽
協
会

　
（
０
９
６
―
２
８
４
―
３
３
５
５
）

【
住
民
環
境
課
（
72

－

０
７
６
７
）】

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券

後

期

分

交

付

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
の

後
期
分
を
発
行
し
ま
す
。
施
術
券
が
必
要
な

方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
役
場
健
康
福

祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
度
予
定
の
予
算
に
達
し
次
第
、

発
行
は
終
了
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
期
間

10
月
１
日
㈬
〜

▼
発
行
枚
数

１
世
帯
あ
た
り
、
施
術
１
回
に
つ
き

１
，
０
０
０
円
分
を
５
枚
ま
で

※
町
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
発
行
で

き
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
発
行
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課　
（
72

－
１
２
２
９
）

清
和
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
（
83

－

１
１
１
１
）

相

談

窓

口

講

演
・

講

習

お

知

ら

せ

平成26年度【後期】狂犬病予防集合注射・飼い犬登録日程表
　下記の日程表のとおり、狂犬病予防集合注射・飼い犬登録を実施します。前期で注射を受けていない
犬は、最寄りの場所で必ず注射を受けさせてください。
地区 期日 時間 実施場所

矢
部
地
区

10
月
８
日
㈬

午後　１時３０分 ～ 　１時４０分 柚木公民館
午後　１時５０分 ～ 　２時０５分 白小野　緒方商店前
午後　２時２０分 ～ 　２時２５分 津留　白糸郵便局前
午後　２時４０分 ～ 　２時５０分 菅　笈石公民館
午後　３時００分 ～ 　３時０５分 旧白糸第一小学校駐車場
午後　３時１５分 ～ 　３時２０分 小原公民館

10
月
９
日
㈭

午後　１時３０分 ～ 　１時４０分 旧中島西部小学校
午後　１時５５分 ～ 　２時０５分 旧中島南部小学校
午後　２時１５分 ～ 　２時２５分 金内公民館
午後　２時３５分 ～ 　２時４０分 杉木　北浜館
午後　２時５０分 ～ 　３時００分 奥村運送前
午後　３時０５分 ～ 　３時１５分 南田　本田商店前
午後　３時２５分 ～ 　３時３５分 千寿苑　正面駐車場

10
月
10
日
㈮

午後　１時３０分 ～ 　１時４０分 旧ＪＡ下名連石支所
午後　１時５０分 ～ 　２時００分 稲生野バス停
午後　２時１０分 ～ 　２時２０分 旧ＪＡ名連川支所
午後　２時２５分 ～ 　２時３５分 入佐　八田商店前
午後　２時４５分 ～ 　２時５５分 旧ＪＡ御岳支所
午後　３時００分 ～ 　３時０５分 畑公民館
午後　３時１５分 ～ 　３時２５分 大川町　中村倉庫前

蘇
陽
地
区

10
月
14
日
㈫

午前　９時００分 ～ 　９時３０分 東竹原老人憩いの家
午前１０時００分 ～ １０時３０分 二瀬本コミュニティセンター
午前１１時００分 ～ １１時３０分 上差尾地区交流館
午後　１時３０分 ～ 　２時００分 西部地区交流館
午後　２時３０分 ～ 　３時００分 馬見原公民館
午後　３時３０分 ～ 　４時００分 蘇陽総合支所

清
和
地
区

10
月
16
日
㈭

午後　１時１５分 ～ 　１時２５分 法蓮寺公民館
午後　１時３５分 ～ 　１時４５分 鶴底元公民館
午後　１時５０分 ～ 　２時００分 井無田へき地出張診療所前
午後　２時１０分 ～ 　２時２５分 郷野原公民館
午後　２時３０分 ～ 　２時３５分 長成公民館
午後　２時４５分 ～ 　２時５５分 仏原公民館
午後　３時００分 ～ 　３時１０分 高月公民館
午後　３時２０分 ～ 　３時３０分 仮屋公民館

10
月
17
日
㈮

午後　１時２５分 ～ 　１時３５分 滝下地区（水の森交流館）
午後　１時５０分 ～ 　２時００分 尾野尻多目的集会所
午後　２時１０分 ～ 　２時１５分 楢原地区（婦人活動促進施設）
午後　２時２０分 ～ 　２時３０分 木原谷公民館
午後　２時４０分 ～ 　２時５０分 旧ＪＡ小峰支所跡地
午後　２時５５分 ～ 　３時１０分 清和地区体育館

●料金（１頭につき）　登録手数料　３,０００円
　　　　　　　　　　　注　射　料　３,０７０円（うち５００円は注射済証交付手数料）
※今年度未注射の場合は、ハガキが送付されます。もし注射がお済みであったり、犬が死亡しているの
にハガキが届いた場合は、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。
※注射を受ける際は、送付されてきたハガキを必ずご持参ください。
※飼い犬を会場に連れてくるのが困難な場合は、自宅で注射を受けることができますが、出張料が別途
必要になります。なお、出張を希望される場合は、事前の申し込みが必要となります。
●お問い合わせ先　住民環境課（72-0767）　清和総合支所（82-2111）　蘇陽総合支所（83-1111）

募

集

1919 18



７月 30 日から８月３日に山梨中銀スタジアムで開催され７月 30 日から８月３日に山梨中銀スタジアムで開催され
た全国高校総体（インターハイ）陸上女子 3,000 ｍ競技においた全国高校総体（インターハイ）陸上女子 3,000 ｍ競技におい
て、矢部中出身の中川京香さん（信愛）が全国９位の成績を残て、矢部中出身の中川京香さん（信愛）が全国９位の成績を残
しました。しました。
現在、高校２年生の中川さん。出身は中島の金内地区。こ現在、高校２年生の中川さん。出身は中島の金内地区。こ

れまでも数々の大会に出場し、結果を残してきています。今れまでも数々の大会に出場し、結果を残してきています。今
回のインターハイ出場について「決勝に残れると思っていな回のインターハイ出場について「決勝に残れると思っていな
かったので嬉しかった。」と話す中川さん。休みの日でも毎朝、かったので嬉しかった。」と話す中川さん。休みの日でも毎朝、

走り込みを行い、練習を欠か走り込みを行い、練習を欠か
すことはありません。そんなすことはありません。そんな
中川さんも過去、疲労骨折な中川さんも過去、疲労骨折な
どで故障した時は走りたくてどで故障した時は走りたくて
も走れない悔しさがあったそも走れない悔しさがあったそ
うです。だから試合に出て結うです。だから試合に出て結
果を出す事で自分の周りの人果を出す事で自分の周りの人
が喜んでくれることが嬉しくが喜んでくれることが嬉しく
て走ることを続けたそうです。て走ることを続けたそうです。
今回のインターハイでの結今回のインターハイでの結

果について、「９位という結果果について、「９位という結果
が出たことは嬉しいが、満足が出たことは嬉しいが、満足
はしていない。10 月に長崎ではしていない。10 月に長崎で
ある国体では８位入賞を目指ある国体では８位入賞を目指
して頑張る。」と力強く語られして頑張る。」と力強く語られ
ました。ました。

中川京香さん中川京香さん全国９位！全国９位！ 次は長崎国体！

賞状を受けた中川さん（右）賞状を受けた中川さん（右）
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▼
馬
見
原
酔
山
会

峡
の
町
空
い
っ
ぱ
い
の
花
火
か
な 

高
田
ゆ
か
り

秋
空
や
飛
行
機
雲
の
ぐ
ん
ぐ
ん
と 

兼
瀬　

哲
治

水
浴
び
て
微
笑
む
地
蔵
秋
高
し 

三
枝　

秀
晴

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

ま
た
た
び
の
葉
裏
に
白
き
花
咲
け
る 

岩
村
ヨ
シ
子

辞
書
を
引
き
日
記
を
つ
け
る
暑
さ
か
な 

小
野　

紀
子

病
よ
り
立
ち
直
り
た
し
蛍
見
に 

原
田　

和
子

と
も
か
く
も
朝
の
体
操
続
け
お
り

　
　

寝
ぼ
け
眼
で
老
い
に
さ
か
ら
う 

古
閑
比
奈
子

天
に
向
き
空
豆
の
さ
や
ぐ
ん
ぐ
ん
と

　
　

伸
び
行
く
力
わ
れ
に
も
欲
し
い 

田
代　

エ
ミ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
そ
ろ
そ
ろ
穂
が
出
る
頃
と
な
り

　
　

鳥
の
お
ど
し
綿
密
に
す
る 

本
田　

七
郎

▼
通
潤
句
会

棒
踊
り
納
め
一
村
稲
を
刈
る 

中
村　

暢
子

杖
も
ち
て
夜
明
け
の
田
水
巡
り
か
な 

田
中
か
つ
み

窓
開
け
て
湯
に
誘
へ
り
望
の
月 

菊
池　

成
河

▼
清
和
短
歌
会

数
々
の
不
幸
に
め
げ
ず
我
が
友
は

　
　

家
を
護
り
て
ひ
た
に
短
歌
詠
む 

山
本　

フ
サ

純
白
の
朝
顔
二
つ
が
花
開
く

　
　

濁
世
に
染
ま
ず
明
日
に
咲
き
次
げ 

米
田　
　

定

夕
さ
れ
ば
唄
い
恋
し
て
ひ
ぐ
ら
し
の

　
　

七
日
の
命
熱
く
燃
や
し
て 

梶
原　

公
希

大人から赤ちゃんまで
　みてさわって楽しんで！
　　（約 30点を展示します）

出展者：橋本恵子

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

子
ど
も
を
取
り
巻
く
人

権
問
題

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
は
、

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
の

国
連
総
会
で
、
子
ど
も
の
人
権

や
自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も
に

対
す
る
保
護
と
援
助
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
採

択
さ
れ
、
我
が
国
も
平
成
６
年

（
１
９
９
４
年
）
4
月
に
こ
の
条

約
を
批
准
し
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
の
少
子
化
や
核

家
族
化
及
び
情
報
伝
達
媒
体
（
携

帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）

の
発
達
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
児
童
虐
待
や
い
じ

め
、
体
罰
等
の
人
権
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

○
い
じ
め

最
近
の
子
ど
も
の
「
い
じ
め
」

の
実
態
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用

の
増
加
に
よ
り
、
巧
妙
か
つ
執

拗
で
陰
湿
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
原
因
で
自
殺

や
殺
傷
事
件
等
に
至
る
場
合
が

あ
り
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。

「
い
じ
め
」
を
す
る
子
ど
も
や

「
い
じ
め
」
を
見
て
み
ぬ
ふ
り
す

る
子
ど
も
が
生
じ
る
背
景
に
は
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
学
校
、
家

庭
、
社
会
環
境
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
問
題
が
あ
り
、
そ
の
根

底
に
は
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
、
い
た
わ
り
と
い
っ
た

人
権
尊
重
意
識
の
希
薄
さ
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
体
罰

教
育
職
員
に
よ
る
体
罰
に
つ

い
て
は
、
学
校
教
育
法
第
11
条

で
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
体
罰
に
よ
る
人

権
侵
犯
事
件
は
依
然
と
し
て
あ

と
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

体
罰
は
、「
い
じ
め
」
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
り
、
校
内
に
お
け

る
暴
力
容
認
の
雰
囲
気
を
作
り

出
し
た
り
す
る
な
ど
、
児
童
・

生
徒
の
「
い
じ
め
」
や
不
登
校

を
誘
発
・
助
長
す
る
要
因
に
な

る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
児
童
虐
待
・
児
童
買
春
・
児

童
ポ
ル
ノ
問
題

昨
今
、
幼
児
や
児
童
を
、
親

等
が
せ
っ
か
ん
・
虐
待
し
、
中

に
は
死
に
ま
で
至
ら
し
め
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
の

児
童
買
春
や
性
的
虐
待
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
児
童

ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、
児
童
を

性
的
に
商
売
の
道
具
に
す
る
商

業
的
搾
取
の
問
題
が
世
界
中
で

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

平
成
11
年
11
月
に
は
「
児
童
買

春
・
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為

等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

ま
た
平
成
12
年
11
月
に
は
、「
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
積
極
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の
人
権

を
侵
害
す
る
事
案
は
、
た
く
さ

ん
存
在
し
ま
す
が
、
子
ど
も
の

人
権
侵
害
を
無
く
す
た
め
に
も
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
全
体
が
、

子
ど
も
の
目
線
に
立
ち
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
に「
目
配
り
」「
気

配
り
」「
心
配
り
」
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
子
ど

も
に
「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

物
事
を
考
え
る
」、「
お
か
し
い

事
は
お
か
し
い
と
言
う
」、「
命

の
大
切
さ
」
等
を
教
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
、
自
他
の
生
命

や
人
権
を
尊
重
す
る
心
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
差
別
を
見
抜
き
主

体
的
に
行
動
で
き
る
豊
か
な
人

間
性
が
育
ん
で
い
け
る
環
境
づ

く
り
も
重
要
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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○一人で悩まず、相談してください。
保護者の方で子育てに不安を抱えたときは児童相談所などで
専門的に相談に乗ってもらうことや、子ども虐待防止の電話相
談に相談するなど、抱え込まずに誰かに相談しましょう。
地域の方も、気になることがあったり虐待の兆候に気付いた
りしたときは、相談してください。
　子どもの人権 110 番　　　0120-007-110
　熊本県中央児童相談所　　096-381-4451
　山都町健康福祉課　　　　0967-72-1229

本紙面は、法務省ＨＰより抜粋して作成しています。

山都町の人口
〔平成26年８月31日現在〕
男　　8,045人  （－16）
女　　8,637人  （＋６）
計　 16,682人  （－10）
世帯   6,704戸   （＋６）

※（　）は前月比
※最高齢は105歳〔女性２人〕
※平成26年８月の出生者数
　７人（今年の出生者数　48人）
※平成26年８月の死亡者数
　19人（今年の死亡者数　220人）

～ 10 月ギャラリーのご案内 ～

橋本恵子

パッチワークと布絵本
　平成26年10月２日（木）
　　　 ～10月31日（金）午前まで

水曜日定休日

10 月の当番医　
10月  5 日  野 田 医 院（電話72-0307）
10月 12日  矢部広域病院（電話72-1121）
10月 19日  瀬 戸 病 院（電話75-0111）
10月 26日  そよう病院（電話83-1122）

23 22

　８月 23 日と 24 日に開催された「火伏地蔵祭」。23 日の日付が
変わると同時に馬見原商店街では「夜明かし」と呼ばれる催しが
あっています。各連合が爆竹の合図を機に、ドラム缶を叩きなが
ら商店街を練り歩きます。
　昨年、そのような事があっていることを知り、今年もまた興味
本位で写真を撮りに行ってきました。ドラム缶のけたたましい音
が鳴り響く中、とある連合の方がこちらへやってこられましたが、
生憎お花を用意しておらず…。するとその連合の方たちが私たち
の為に、祈願も込めた「夜明かし」を特別に叩いてくれました。
馬見原商店街の方たちの温かい心を今回の夜明かしを通して感じ
取ることが出来ました。
　古町連合の方々へ。その節は大変お世話になりました。皆さん
からの祈願が無駄にならないよう、私も頑張ります。㋟

～火伏地蔵祭の「夜明かし」～

和
光
教
室
書
道
部
の
佐
藤
八
重
子
さ
ん
（
川
口
）
作
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タイトル：花火と月
撮影場所：浜町町内
撮 影 者：赤星  喜十郎
コメント：八朔祭の終りを告げる花火。この日は十四夜で、
美しい月を背景に花火を見ることができました。花火大会が
終わると人の流れが露天商に向き、祭りの最後の賑わいをか
もし出します。時が過ぎ、露天商の方の片づけが終わるころ
秋の風が吹き、祭りの終わりの寂しさを感じます。

連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

花火と月

10月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4
　 　 　 　 健康づくり福

祉運動会
　

5 6 7 8 9 10 11
　野田医院

山都町民ス
ポーツ大会
　

隣保館健康相談 　 狂犬病予防集
合注射（矢部地区）

　浜美荘運動会
大腸内視鏡検

査事前説明会
無料登記相談
狂犬病予防集

合注射（矢部地区）

年金相談
狂犬病予防集

合注射（矢部地区）

薪文楽
　

12 13　体育の日 14 15 16 17 18
　矢部広域病院
　

狂犬病予防集
合注射（蘇陽地区）

お知らせ版 狂犬病予防集
合注射（清和地区）

くまもと夢
トーク in上益城

狂犬病予防集
合注射（清和地区）

地域のつどい
in やまと

山都町良い歯
の日

19 20 21 22 23 24 25
　瀬戸病院

食育の日

　 白色申告記帳
説明会

自治振興区代
表者会議

　 行政相談 矢部地区乳幼
児健診

　

26 27 28 29 30 31 　
　そよう病院

子育てフェスタ
山都町有機農

産物フェア2014

集合税（町県
民税・固定資産
税・国民健康保
険税）5期口座
振替日
大腸内視鏡検査
蘇陽集団健診

大腸内視鏡検査
蘇陽集団健診

広報やまと
大腸内視鏡検査
蘇陽集団健診

大腸内視鏡検査
蘇陽集団健診

集合税（町県
民税・固定資産
税・国民健康保
険税）5期納期限
蘇陽集団健診

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


